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医学の進歩は， 抗生物質の発見， 予防医学や公衆衛生知識の発達・普及をもた
らい感染症や栄養障害などの疾患を著しく減少させた。そのため遺伝性疾患，
先天性の異常， あるいは遺伝的要因に環境的要因が加わって発症する疾患の頻度
が相対的に増加してきている。
そこで遺伝にもとづくか， あるいは遺伝に一部の原因が求められる疾患に擢患
している小児および、その両親達に，人類遺伝学的な立場から適切な診断と指導を行
なう必要性は増してきているように思われる。遺伝相談でもっとも大切なことは，
相談に来た人が安心して相談担当者に対して相談できる状態をつくりだすことで
ある。 しかし遺伝相談に関する本は， そのほとんどが医学的および遺伝学的な見
地から書かれているのが現状である。
本書は理解するのにメンデルの法貝Ij， 多因子性遺伝， 染色体異常などについて
若干の知識を必要とするが， 専門的な用語は使用していない。 その内容は，1. 
Introduction，2. Overview of the Genetic Counseling Process，3. Intake 
Visit，4. Diagnostic Visit，5. Follow-up Visit，6. Emotional and Social 
Reactions to Genetic Disease，7. Genetic Counseling Techniques，8. Soci-
ological Aspects of Genetic Counseling，9. Questions Genetic Counselors 
Askの各章から成っており，遺伝相談をはじめる前の準備，初対面の際にいかに
したらよいかなどから，その後の followupに至るまでを非常に平易に，社会
的，心理的な面から，遺伝相談をする人とこれを受ける人との聞のかかわり方に
ついて記載している。
すなわち本書は，従来の遺伝相談に関する本があまり取り扱わなかった遺伝相
談の社会的， 心理的な面についてのガイダンスと知識を与え， 本書によって相談
担当者が， 単なる科学的または医学的な知識の提供者で、はなく， 真の遺伝相談担
当者たり得ることができょう。
さらに本書には， 付録としてインタビューのスケジューノレと主なる遺伝性疾患
の簡単な解説がついていて，読者の使をはかっている。
また本書に取り上げ‘られている問題の多くは， 小児科医， 産科医はもちろんの
ことその他の医師， 看護婦， 保健婦などで精神薄弱児，色々なハンデ、イキャップ
をもった小児， 慢性疾患児などとかかわりあいを持たねばならない人々が， これ
らの非遺伝的な疾患を有する小児の社会的，心理的な面をいかに取り扱ったらよ
いかなどを考える際にも益する所が大きいと思われる。そこで遺伝相談担当者の
みならず，上述の関係者も一読する価値があろう。(新美仁男)
(千葉医学， 53，300，1977) 
